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本
格
的
な
就
職
活
動
開
始

を
目
前
に
控
え
た
３
年
次
生

を
対
象
に
、
オ
ン
ラ
イ
ン
面

接
対
策
・
攻
略
セ
ミ
ナ
ー
が

12
月
５
日
、
開
催
さ
れ
た
。

３
年
次
生
45
人
が
参
加
し
、

企
業
の
人
事
担
当
者
と
本
番

さ
な
が
ら
の
模
擬
面
接
を
行

っ
た
。

　
学
生
は
小
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
オ
ン
ラ
イ
ン
集
団
面
接

を
受
け
た
。
商
社
や
メ
ー
カ

ー
な
ど
６
社
の
人
事
担
当
者

が
面
接
官
役
を
務
め
た
。

　
学
生
は
自
己
Ｐ
Ｒ
と
ガ
ク

チ
カ
（
学
生
時
代
に
力
を
入

れ
た
こ
と
）
に
つ
い
て
、
学

業
や
サ
ー
ク
ル
、
ア
ル
バ
イ

ト
な
ど
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
絡

め
な
が
ら
自
分
の
良
さ
を
伝

え
た
。「
自
己
Ｐ
Ｒ
で
言
っ
た

こ
と
が
、
希
望
し
て
い
る
業

界
や
企
業
で
ど
の
よ
う
に
生

か
せ
る
か
」
と
の
面
接
官
の

問
い
に
対
し
「
ゼ
ミ
で
培
っ

た
力
を
生
か
し
て
、
ク
ラ
イ

ア
ン
ト
に
よ
り
良
い
解
決
策

を
提
示
で
き
る
」
な
ど
と
答

え
て
い
た
。

　
模
擬
面
接
終
了
後
に
は
面

接
官
が
個
別
に
フ
ィ
ー
ド
バ

ッ
ク
。「
画
面
を
明
る
く
画
角

に
注
意
し
て
。
表
情
が
硬
す

ぎ
る
の
で
、
自
然
体
で
話
せ

る
よ
う
に
し
て
い
こ
う
」
と

い
っ
た
オ
ン
ラ
イ
ン
面
接
な

ら
で
は
の
注
意
点
、「
単
に

思
い
出
話
を
語
る
の
で
は
な

く
、
自
分
の
良
さ
を
伝
え
る

よ
う
に
話
の
内
容
を
考
え
よ

う
」
と
助
言
し
た
。
履
歴
書

に
つ
い
て
も
「
書
き
方
に
注

意
し
、
丁
寧
に
。
読
み
手
に

分
か
り
や
す
く
書
く
こ
と
が

大
事
」
な
ど
と
指
摘
し
た
。

　
ま
た
、
評
価
者
と
し
て
他

の
学
生
た
ち
も
面
接
の
や

り
と
り
を
視
聴
。「
話
し
て

い
る
時
の
目
線
が
気
に
な
っ

た
」
な
ど
の
感
想
を
述
べ
て

い
た
。

　
本
学
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で

増
加
傾
向
に
あ
る
オ
ン
ラ
イ

ン
面
接
の
対
策
講
座
を
昨
年

か
ら
実
施
。
本
講
座
で
は
キ

ャ
リ
ア
形
成
支
援
課
の
職
員

が
「
今
の
時
期
、
完
璧
に
面

接
対
策
が
で
き
て
い
る
人
は

少
な
い
。
失
敗
し
て
も
い
い

の
で
、
相
手
に
ど
う
伝
わ
る

か
改
善
し
て
い
く
た
め
の
チ

ャ
ン
ス
に
し
て
ほ
し
い
」
と

呼
び
か
け
た
。

　自動翻訳とは、ソフトウエアを利用して自動的に翻訳することです。

皆さんも英語を日本語にしたり、日本語を英語にしたり、用途に応じて

自動翻訳を使われた経験があるのではないでしょうか。ＡＩの発達とと

もに、機械学習の技術が大きく進歩したことで、機械翻訳は日々の使用

に十分耐え得るものになりつつあります。自動翻訳はとても便利なツー

ルなのです。英語ができなくても、自動翻訳を使えば、瞬時に必要とさ

れる日本語のメッセージを翻訳してくれます。このような理由により、

今後翻訳サービスの利用の頻度はこれまで以上に増えていくのではない

でしょうか。

　しかし、自動翻訳にはまだまだ問題がたくさんあります。日本語から

英語に機械翻訳をした時に、意味的におかしな、ぎこちない英文になる

ことがあります。日本語から英語に翻訳する際の問題点に、日本語特有の

例えば「頑張りましょう」や「お疲れ様」などの表現、尊敬語や謙譲語など

に含まれる敬語表現、日本語に特徴的な主語や目的語が省略された文、

そして日本語による慣用表現などはうまく翻訳ができないということが

挙げられます。これらが含まれた日本語を翻訳しようとすると、英文は

意味的におかしなものになります。

　機械翻訳は便利なものですが、機械翻訳された文章は、使用に耐え得る

ものかどうか、人間が検証することが不可欠です。検証なしに機械翻訳さ

れた文章をそのまま使用すると、おかしな英文が巷にあふれることにな

ってしまうかもしれません。 （応用言語学〈第二言語習得・英語教育学〉）

短縮版。全文はＣＡＬＬ教室ホームページで。

自動翻訳できない日本語の表現について
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（外国語教育研究室長）

就
職
だ
よ
り

〈
３
年
次
生
へ
〉
キ
ャ
リ
ア

形
成
支
援
課
で
実
施
し
た
各

種
講
座
の
ア
ー
カ
イ
ブ
を
公

開
し
て
い
ま
す
。
参
加
で
き

な
か
っ
た
人
、
も
う
一
度
復

習
し
た
い
人
は
ぜ
ひ
ご
覧
く

だ
さ
い
。

　
例
年
、
年
明
け
と
後
期
試

験
明
け
に
「
ま
だ
就
職
活
動

の
準
備
を
し
て
い
な
い
け
ど

ど
う
し
た
ら
い
い
か
」
と
い

う
相
談
が
多
く
あ
り
ま
す
。

年
末
年
始
の
休
暇
期
間
は
遅

　「
簡
単
な
行
動
で
未
来
は

変
わ
る
は
ず
」
｜
｜
。
群
馬

県
警
の
公
式
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ

ｅ
で
交
通
安
全
を
呼
び
掛
け

る
動
画
。
作
成
し
た
の
は
小

林
駿
介
さ
ん
（
商
１
）
だ
。

　
小
林
さ
ん
は
高
校
時
代
、

群
馬
県
主
催
の
交
通
安
全
の

動
画
コ
ン
テ
ス
ト
で
グ
ラ
ン

プ
リ
を
獲
得
。
そ
の
縁
で
群

馬
県
警
桐
生
警
察
署
か
ら
、

啓
発
動
画
作
成
を
依
頼
さ
れ

た
。

　
高
校
時
代
、
演
劇
部
と
生

徒
会
に
所
属
し
、
さ
ま
ざ
ま

な
映
像
を
撮
っ
て
い
た
と
い

う
小
林
さ
ん
。
桐
生
署
と
相

談
し
た
り
、
夜
道
で
ヒ
ヤ
ッ

と
し
た
自
身
の
経
験
を
踏
ま

え
た
り
し
な
が
ら
、
孫
目
線

で
、
お
年
寄
り
に
交
通
安
全

を
促
す
内
容
を
考
案
し
た
。

　
秋
の
交
通
安
全
運
動
に
あ

わ
せ
て
30
秒
の
動
画
を
３
本

制
作
。
そ
の
う
ち
の
１
本
で

は
、
地
味
な
色
合
い
の
洋
服

を
着
て
出
か
け
る
高
齢
男
性

（
小
林
さ
ん
）
が
、
夜
道
で
事

故
に
遭
い
そ
う
に
な
る
、
と

い
う
内
容
。「
あ
な
た
だ
っ
て

輝
け
ば
、
き
っ
と
未
来
も
変

わ
る
は
ず
」
と
反
射
材
の
使

用
を
併
せ
て
呼
び
か
け
た
。

　
撮
影
は
夏
期
休
暇
中
、
友

人
や
高
校
の
演
劇
部
の
後
輩

た
ち
と
行
っ
た
。
祖
父
の
洋

服
を
着

て
、
白

髪
の
カ

ツ
ラ
を

か
ぶ
り

猫
背
ぎ
み
に
歩
く
な
ど
、
巧

み
に
高
齢
者
を
演
じ
た
。
昼

間
に
撮
影
し
た
映
像
を
、
夜

の
よ
う
に
演
出
す
る
編
集
作

業
に
は
苦
労
し
た
が
「
楽
し

ん
で
作
る
こ
と
が
で
き
た
」

と
話
す
。

　
完
成
し
た
動
画
は
県
警
公

式
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
の
ほ

か
、
桐
生
署
や
市
役
所
、
郵

便
局
、
社
会
福
祉
協
議
会
な

ど
お
年
寄
り
が
集
ま
る
場
所

で
も
上
映
し
て
い
る
。
桐
生

署
の
担
当
者
は
「
分
か
り
や

す
く
伝
え
て
い
て
評
判
も
い

い
。
非
接
触
型
の
啓
発
活
動

と
し
て
積
極
的
に
活
用
し
た

い
」
と
話
す
。

　
小
林
さ
ん
は
「
た
く
さ
ん

の
人
に
見
て
も
ら
っ
て
、
事

故
防
止
の
一
助
に
な
れ
ば
」

と
交
通
安
全
を
訴
え
て
い

る
。

「事故防止の一助に」
小林駿介さん（商１）

動画を作成した小林さん

啓
発
動
画
の
一
場
面

◀ 群馬県警公式YouTubeで公開中

ナ
ポ
レ
オ
ン
の
柳

西
洋
人
と
柳
、
墓
地
、
ピ

ク
チ
ャ
レ
ス
ク

黒
沢
眞
里
子

著

　
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
柳
は
日
本

で
は
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い

な
い
が
、
セ
ン
ト
ヘ
レ
ナ
で

ナ
ポ
レ
オ
ン
が
瞑
想
し
、
死

後
、
墓
と
な
っ
た
場
所
の
柳

の
木
に
由
来
す
る
。
ナ
ポ
レ

オ
ン
の
死
を
告
げ
た
当
時
の

記
事
に
は
「
柳
と
ナ
ポ
レ
オ

ン
の
墓
」
の
挿
絵
が
添
え
ら

れ
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
死
を

人
々
の
心
の
奥
底
に
刻
印
し

た
。

　
メ
ラ
ン
コ
リ
ー
な
柳
が
枝

を
垂
ら
す
「
ナ
ポ
レ
オ
ン
の

墓
」
の
イ
メ
ー
ジ
が
、
国
を

超
え
て
多
く
の
人
々
の
関
心

を
呼
び
、
絵
に
描
か
れ
、
語

ら
れ
、
歌
に
歌
わ
れ
、
さ
ら

に
柳
の
強
い
生
命
力
に
よ
っ

て
「
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
柳
」
は

実
際
に
、
世
界
に
広
が
っ
て

い
っ
た
。
セ
ン
ト
ヘ
レ
ナ
を

訪
れ
た
人
々
に
よ
っ
て
、
柳

の
枝
が
挿
木
と
し
て
持
ち
帰

ら
れ
、
世
界
に
「
ナ
ポ
レ
オ

ン
の
柳
」
が
移
植
さ
れ
た
か

ら
で
あ
る
。
柳
は
、
人
々
が

あ
た
か
も
ナ
ポ
レ
オ
ン
の

「
聖
遺
物
」
を
得
た
か
の
よ

う
に
、
物
理
的
に
持
ち
帰
る

こ
と
を
可
能
に
し
た
。
ナ

ポ
レ
オ
ン
が
終
の
住
処
で

「
柳
」
と
出
会
っ
た
こ
と

は
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
叙
事
詩

的
生
涯
を
し
め
く
く
る
幸
運

な
出
会
い
だ
っ
た
と
著
者
は

考
え
る
。

　
著
者
は
米
国
の
墓
地
研
究

者
と
し
て
古
い
墓
地
を
訪

れ
、
多
く
の
墓
石
に
柳
を
見

つ
け
た
。
な
ぜ
米
国
の
墓
地

で
多
く
目
に
す
る
の
か
。
そ

の
疑
問
が
「
柳
」
研
究
の
出

発
点
と
な
っ
た
。

　
柳
は
そ
の
し
な
だ
れ
た
姿

か
ら
、
ｗ
ｅ
ｅ
ｐ
ｉ
ｎ
ｇ

ｗ
ｉ
ｌ
ｌ
ｏ
ｗ
と
呼
ば
れ
、

西
洋
で
は
追
悼
・
再
生
の
シ

ン
ボ
ル
と
な
っ
た
。（
彩
流

社
・
税
込
み
３
３
０
０
円
）

著
者
（
く
ろ
さ
わ
・
ま
り

こ
）

文
学
部
教
授
。
ア
メ

リ
カ
研
究
。

れ
を
取
り
戻
す
チ
ャ
ン
ス
で

す
。
分
か
ら
な
い
こ
と
が
あ

る
場
合
は
年
内
に
相
談
に
来

て
く
だ
さ
い
。

〈
４
年
次
生
へ
〉
４
年
次
生

を
対
象
と
し
た
求
人
情
報
が

引
き
続
き
多
く
の
企
業
か
ら

届
い
て
い
ま
す
。
就
職
活
動

を
継
続
中
の
人
は
ぜ
ひ
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

　
来
春
卒
業
す
る
皆
さ
ん
全

員
に
「
進
路
届
」
の
提
出
を

お
願
い
し
て
い
ま
す
。
す
べ

て
の
大
学
は
、
文
部
科
学
省

に
卒
業
生
全
員
の
進
路
を
統

計
化
し
て
報
告
す
る
義
務
が

あ
り
ま
す
。
就
職
支
援
シ
ス

テ
ム
Ｓ
｜

ｎ
ｅ
ｔ
の
「
進
路

届
」
か
ら
提
出
を
お
願
い
し

ま
す
。

交通安全動画を作成

最
終
講
義
の
ご
案
内

◆
望
月
宏
経
済
学
部
教
授

１
月
20
日
（
木
）
２
時
限
目
（
10
‥
45

〜
12
‥
15
）

オ
ン
ラ
イ
ン
（
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
）

※
詳
細
は
ｉ
ｎ

Ｃ
ａ
ｍ
ｐ
ｕ
ｓ
、
教

務
課
経
済
学
部
（
ウ
ェ
ブ
）
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

生田キャンパスでの勧誘風景＝11月25日

動
画
を
見
せ
な
が
ら
活
動
を
紹
介

神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
、
11
月
26
日

　
今
年
度
２
回
目
と
な
る
体
育
会
、
学
術
文
化
会
、

公
認
団
体
、
非
公
認
団
体
の
新
入
生
勧
誘
が
11
月
、

生
田
・
神
田
両
キ
ャ
ン
パ
ス
で
行
わ
れ
た
。

　
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス（
24
、
25
、
26
、
30
日
）
は
延
べ
62

団
体
、
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス（
22
、26
、30
日
）は
12
団
体

が
参
加
。
学
生
た
ち
は
興
味
を
持
っ
た
団
体
の
ブ
ー

ス
を
訪
れ
、活
動
内
容
な
ど
に
熱
心
に
耳
を
傾
け
た
。

今
年
度
２
回
目

74
団
体
が
参
加

サ
ー
ク
ル
勧
誘

本
番
さ
な
が
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
面
接

人
事
担
当
者
が
ア
ド
バ
イ
ス


